
□「ものがたり」の授業

具体的な「ものがたり」の授業とは

前項で、「ものがたり」の授業とは、「『ものがたり』の持つ力を生

かすように学習活動を組織した授業」であると述べました。そして

その「ものがたり」の持つ力とは、次のようなものでした。

（１）実感を伴う、深い理解が得られる

（２）主人公（主体）になれる

（３）語ることで、新たな意味や価値を実感できる

具体的にはどのようにして授業にこの力を生かすのでしょうか。

イメージとしては、「本校研究の概要」で述べたように、以下のよ



うな授業を想定しています。

自ら課題に向き合い、解決方法を考え、調べ、試し、失敗する。

悩んで他者の意見を聞き、教師に相談し、さらに自らの学びを振り

返る。それでも分からず悶々とした時間を過ごす。そんな過程の中

で、自分なりの筋道だった考えや理解に到達したとき、「なるほどそ

うだったのか」「やっと分かった」という腹の底からの実感が得られ

る。

では、どのようにすれば各教科でこのような授業になるのか。

以下の３つがポイントであると考えています。

（１）新たな「ものがたり」が生まれる単元構成と問い

（２）クリティカルに「聴く」「問う」ができる生徒の育成

（３）語り直しができる生徒を育てる教師の関わり

以下、国語の「走れメロス」を例に説明します。

（１）新たな「ものがたり」が生まれる単元構成と問い

「走れメロス」の授業で、「この小説の主題は『真実』です。その

理由は…」などと解説をしたのでは、授業の意味がありません。生

徒自らが作品に関わり、自分の力で主題に迫ることが、国語の力を

身につけるために必要です。そのため、以下のような単元構成を考



えました。

【「走れメロス」の単元構成例】

時間 学習内容と学習課題（中心の問い）

１

２

３

４

５

６

７

・全文を音読する

・設定（時・場・人）、構造（Ⅰ起承転結）を読み取る

主役、対役、Ｎｏ３はだれか

・人物像を読み取る

①王は悪人か② メロスは善人か ③王とメロスの対比

・構造（Ⅱクライマックス）を読み取る

クライマックス（メロスの考えの変わる所）はどこか

・主題に迫るⅠ

クライマックスまでメロスは何のために走っているか

クライマックス以後メロスは何のために走っているか

王はなぜ考えを変えたか

・主題に迫るⅡ

セリヌンティウスがメロスを疑ったのはいつか

・主題に迫るⅢ

主題（作者が伝えたいこと）は何か

・学習記録文を書く（残りは家庭学習）

それぞれの学習課題は一貫して、生徒自身が本文中の表現を根拠

に判断していくものとなっています。そして、この単元構成の中で、

最も重要なのは６の「セリヌンティウスがメロスを疑ったのはいつ

か」という問いです。

５までの活動で、メロスの走る理由が、「王に勝つため（自分のた

め）」から、「信頼に報いるため（セリヌンティウスのため）」に変化



していること、また、極度の人間不信であった王が考えを変えたの

は、メロスが間に合ったからだけではなく、メロス、セリヌンティ

ウス共に人としての弱さを抱えながら、それに打ち勝ったことを押

さえています。このまま７の「主題は何か」に入っても学習は成立

します。しかし、あえてここに６の問いを加えることで、より深い

理解に導こうとしています。

【新たな「ものがたり」が生まれる問いの条件】

新たな「ものがたり」が生まれるためには、全員がいずれかの立

場に立てる問いが必要です。「セリヌンティウスがメロスを疑ったの

はいつか」という問いに対しては、とにかく何らかの答えを持つこ



とができます。生徒は「一度だけ、ちらと君を疑った」という表現

からスタートして、根拠となる他の様々な表現を探し、いつである

かを特定します。そして教師は、いくつかに分散する答えを、「刑場

に引き出される前か、後か」の２つに整理します。

このいずれの立場を取るかによって、生徒の解釈は、セリヌンテ

ィウスが「メロスを信じること」だけを大切にしているのか、「自分

の命」も大切にしているのかに分かれることが、明らかになってい

きます。また、セリヌンティウスの対となるメロスの走る理由も「信

頼されているから」走るのか、「セリヌンティウスの命を助けるため」

に走るのかに分かれます。

「命」と「真実」「信頼」という言葉の持つ、より深い意味に触れ

ることになるのです。「間に合う間に合わぬは問題ではないのだ、人

の命も問題ではないのだ」という表現を読み切れていない生徒は多

くいます。この表現は「セリヌンティウスの命がどうなってもいい」

のではなく、たとえ間に合わなくてセリヌンティウスが死んだとし

ても、信じられていた以上「走るより他はない」とメロスが覚悟し

たことを意味します。同じように、セリヌンティウスは、たとえメ

ロスが間に合わなくても、信じ切って死んでいく、という覚悟をし

たということです。だから「刑場に引き出されても、平気でいまし

た。王様がさんざんあの方をからかっても、メロスは来ます、とだ



け答え、強い信念を持ち続けている様子でございました」という表

現の意味が新たに浮き上がってくるのです。この段階ですでにセリ

ヌンティウスは、「（メロスが）間に合う間に合わぬは問題ではない

のだ、人の（自分の）命も問題ではないのだ」という境地に至って

いると考えられるのです。二人の真実は生死を超えているのです。

もちろん、このように解釈することが絶対ではありません。いつ

疑ったとはあらわに書かれていないのですから。当然、上記の解釈

を説明して一方の立場に立たせる必要もありません。ただ、「セリヌ

ンティウスがメロスを疑ったのはいつか」という問いによって、生

徒が本文の表現を手がかりに「真実」のより深い意味に到達できる

可能性があるということです。以下に生徒の学習記録文を示します。



授業が全て終了した後、振り返って書いている文章です。「いつ疑

ったか」という問いから、メロスとセリヌンティウスの間の「真実」

について、「たとえ間に合わなくても、死は怖くない」「疑ったから

こそ、来ないことも覚悟で」など、新たな「ものがたり」が生まれ

ています。また、そのことが「王はなぜ考えを変えたか」という問

いの解釈にも影響を及ぼしているのが分かります。

上記のように、単元構成と問いこそが「ものがたり」の授業を成

立させる鍵となります。

（２）クリティカルに「聴く」「問う」ができる生徒の育成

本校では「クリティカルに」を「相手の言うことを鵜呑みにせず、



吟味して」というニュアンスでとらえています。「聴く」「問う」力

は、一朝一夕には身に付きません。多くの手立てを用いて、継続し

て育てています。実際の生徒にどの程度「聴く」「問う」力が身に付

いているのかは、研究発表会でご覧ください。

（３）語り直しができる生徒を育てる教師の関わり

教材や他者との対話が充実していたなら、自己の「ものがたり」

はいったん解体されています。様々な情報や考えを自己の中に取り

入れるからです。そしてもう一度それを語り直すことで、新たな意

味や価値に気づき、「ものがたり」はより発展して再構築されます。

その方法は多々ありますが、その一例を以下に示します。既出の生

徒が、授業後に振り返って書いた文章の終末部分です。





「走れメロス」自体に対する振り返りであると同時に、学習を進

めてきた自分を振り返り、そこに意味や価値を見いだしているのだ

と考えます。また、「ものがたり」によって自己形成を行っている一

例であるともいえます。


